
　
　
　
市
で
は
人
口
減
に
よ
る
税
収
減
、

逆
に
扶
助
費
の
増
加
、
交
付
税
の
縮
減
で

公
共
施
設
の
維
持
管
理
に
対
す
る
財
政
負

担
は
重
く
な
る
が
、
そ
の
対
策
は
。

　
　
　
平
成
32
年
度
ま
で
に
個
別
施
設
計

画
を
策
定
予
定
。
今
年
度
は
24
施
設
の
健

全
性
、
劣
化
状
況
等
を
把
握
し
、
施
設
類

型
毎
の
対
応
方
針
、
優
先
順
位
を
検
討
し

ま
す
。

　
　
　
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る
施
設
に

対
す
る
考
え
は
。

　
　
　
補
修
の
度
合
い
な
ど
で
実
際
使
え

る
年
数
は
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
施
設
毎
の

損
耗
度
合
い
を
調
査
し
て
計
画
に
反
映
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
今
後
は
、
老
朽
化
や
人
口
減
と
重

な
っ
て
予
算
だ
け
で
は
な
く
利
用
状
況
も

変
化
し
て
く
る
が
対
応
は
。

　
　
　
施
設
機
能
等
が
引
き
続
き
必
要
な

場
合
は
更
新
を
考
え
、
機
能
等
目
的
を
終

え
た
施
設
は
廃
止
す
る
こ
と
で
維
持
管
理

費
を
縮
減
す
る
考
え
で
す
。

　
　
　
地
域
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
ど
う

対
応
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
市
民
団
体
等
か
ら
の
意
見
に
つ
い

て
は
、
担
当
課
で
協
議
し
、
市
長
含
め
て

市
の
方
針
を
整
理
し
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
人
の
体
も
健
康
診
断
に
よ
る
早
期

発
見
、早
期
治
療
が
重
要
な
の
と
同
様
に
、

自
治
体
で
も
財
政
力
を
弱
め
る
危
険
因
子

に
つ
い
て
は
早
期
の
発
見
、
治
療
が
大
切

だ
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
施
設
は
あ
る
程
度
の
段
階
で
改
修

し
長
く
使
う
の
が
有
効
。
現
在
個
別
の
計

画
策
定
に
着
手
し
て
お
り
、
施
設
の
状
態

が
明
確
に
な
れ
ば
そ
れ
か
ら
の
対
応
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
ト
イ
レ
や

調
理
室
な
ど
の
衛
生
管
理
が
不
十
分
で
あ

れ
ば
、
食
中
毒
や
ガ
ス
の
事
故
が
心
配
さ

れ
る
が
。

　
　
　
ご
不
便
な
点
や
必
要
な
改
修
は
予

算
の
範
囲
で
対
応
し
ま
す
。

多
久
市
公
共
施
設
等
総
合
計
画

に
つ
い
て
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答
弁
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渕

答
弁
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厚

　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
、

防
災
シ
ス
テ
ム
の
運
用
は
。

　
　
　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
浸
水
想
定

区
域
や
土
砂
災
害
警
戒
区
域
、
避
難
所
の

位
置
な
ど
マ
ッ
プ
情
報
と
あ
わ
せ
て
気
象

情
報
や
避
難
情
報
、
情
報
収
集
の
方
法
と

い
っ
た
防
災
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
た

防
災
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
準
備
し
て
い

ま
す
。
Ｇ
空
間
地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
は
、

台
風
や
７
月
豪
雨
の
際
に
、情
報
の
共
有
、

河
川
の
水
位
の
状
況
の
確
認
、
避
難
者
数

の
管
理
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
市
の
地
区
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（
避
難

行
動
を
時
系
列
化
）、
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
作
成
は
。

　
　
　
３
０
６
項
目
に
及
ぶ
行
動
項
目
か

ら
成
る
洪
水
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
平
成
28
年

度
に
作
成
。
自
主
防
災
組
織
等
で
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
等
を
つ
く
る

な
ど
の
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
は
支

援
を
行
い
た
い
。

　
　
　
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄
、
空
調
設
備

の
な
い
施
設
の
対
策
は
。

　
　
　
液
体
ミ
ル
ク
は
粉
ミ
ル
ク
と
併
用

し
て
備
蓄
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
７
月

豪
雨
時
に
空
調
の
な
い
学
校
体
育
館
で

は
、
学
校
と
協
議
の
上
、
学
校
に
あ
る
扇

風
機
や
特
別
教
室
等
の
使
用
で
対
応
し
ま

し
た
。

　
　
　
通
学
路
及
び
一
般
道
の
安
全
確
保

の
取
り
組
み
は
。
条
例
を
制
定
し
、
自
転

車
保
険
加
入
の
義
務
化
が
で
き
な
い
か
。

　
　
　
一
般
道
に
つ
い
て
は
、
多
久
市
交

通
対
策
協
議
会
に
お
い
て
嘱
託
員
等
か
ら

の
改
善
要
望
箇
所
の
危
険
度
の
調
査
、
判

定
を
行
い
、随
時
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、

幼
児
交
通
教
室
を
開
催
し
、
幼
少
期
の
頃

か
ら
交
通
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
転
車
保
険
加
入
義
務

化
の
条
例
制
定
に
つ
い
て
は
、
県
内
外
の

動
向
に
注
視
し
つ
つ
、
自
転
車
の
安
全
利

用
、
保
険
の
必
要
性
に
つ
い
て
広
報
啓
発

に
努
め
た
い
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

平
間

答
弁

平
間

答
弁

平
間

答
弁

子
ど
も
を
守
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

平
間

答
弁

平
間
智
治

　
　
　
年
度
内
に
全
て
の
手
続
き
が
終
わ

る
予
定
だ
が
、
現
状
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

　
　
　
建
物
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
１
７

７
戸
の
う
ち
１
７
４
戸
、
98
％
、
面
整
備

率
と
し
て
は
93
％
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

全
て
の
工
事
を
完
了
し
な
い
と
最
終
的
な

換
地
処
分
、
登
記
が
で
き
な
い
の
で
、
現

在
、
未
整
備
の
区
域
東
側
を
見
直
し
て
い

て
、
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
移
設
予
定
踏
切
の
北
側
出
口
に
つ

い
て
は
既
に
完
成
し
て
い
る
。
他
の
事
業

に
振
り
替
え
て
計
画
を
立
て
て
も
用
地
交

渉
は
避
け
ら
れ
な
い
が
、
最
大
限
の
努
力

を
し
て
き
た
か
。

　
　
　
粘
り
強
く
、
地
権
者
と
話
し
合
い

を
続
け
な
が
ら
、
工
事
が
で
き
る
よ
う
に

今
後
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
炭
鉱
時
代
の
長
屋
づ
く
り
の
空
家

が
多
く
残
っ
て
い
る
。
問
題
な
の
は
、
平

成
28
年
の
条
例
改
正
に
よ
り
対
象
外
と

な
っ
た
居
住
者

が
い
て
一
部
が

空
家
と
な
っ
た

長
屋
で
あ
り
、

早
急
な
対
策
を

進
め
る
べ
き
だ
。

　
　
　
特
別
措

置
法
の
定
義
に

よ
る
空
家
に
つ

い
て
は
、
市
の
実
情
と
必
ず
し
も
合
致
し

て
い
な
い
部
分
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
条
例
の
改
正
、
固
定
資
産
税
の
優

遇
措
置
な
ど
含
め
て
土
地
利
用
が
進
む
よ

う
考
え
て
は
。

　
　
　
条
例
に
よ
る
固
定
資
産
税
額
の
変

更
は
可
能
で
す
が
、
税
を
独
自
に
軽
減
し

た
場
合
に
は
交
付
税
に
影
響
が
あ
り
、
総

合
的
な
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
税
と
し
て
、
廃

止
の
意
見
も
あ
る
が
。

　
　
　
70
％
が
所
在
す
る
市
に
入
っ
て
お

り
大
事
な
自
主
財
源
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
ゴ
ル
フ
人
口
の
増
加
や
観
光
振
興

の
た
め
に
一
部
還
元
し
て
財
源
確
保
に
努

め
て
は
。

　
　
　
財
源
の
確
保
と
い
う
点
で
は
十
分

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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久
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家
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適
正
管
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野
北
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弁
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フ
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利
用
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い
て

野
北
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弁
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平
成
30
年
７
月
豪
雨
時
に
お
け

る
、
避
難
所
の
状
況
・
問
題
点
は
。

　
　
　
指
定
避
難
所
６
ヵ
所
に
午
後
８
時

で
最
大
の
１
５
３
名
が
避
難
を
行
い
、
福

祉
避
難
所
に
は
５
名
が
避
難
し
ま
し
た
。

　
避
難
所
の
運
営
は
、
消
防
団
女
性
部
や

市
職
員
で
対
応
し
ま
し
た
。
問
題
点
と
し

て
、
学
校
体
育
館
を
避
難
所
と
し
た
際
、

空
調
や
テ
レ
ビ
の
未
整
備
、
網
戸
が
な
い

た
め
虫
対
策
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
避
難
所
運
営
は
、
初
期
は
市
が
対

応
し
、
長
期
化
す
る
と
市
民
自
ら
が
運
営

を
行
う
が
、
そ
の
た
め
の
運
営
規
定
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
か
。
未
作
成

な
ら
、
災
害
は
何
時
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
の
で
早
く
作
成
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
運
営
規
定
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
っ

て
い
ま
せ
ん
。
県
が
策
定
し
て
い
る
避
難

所
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
指
針
、先
進
事
例
、

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
意
見
を
伺
い
、

避
難
所
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と

め
た
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
に
向
け
て

検
討
を
考
え
ま
す
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
数
、
そ
の
活
動
状

況
は
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
は
78
組
織
。
平
成

29
年
度
の
活
動
内
容
と
し
て
、
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
る
組
織
が
23
％
、
連
絡
会

議
等
の
会
議
を
実
施
し
て
い
る
組
織
が

16
％
、
防
災
意
識
の
啓
発
活
動
を
し
て
い

る
組
織
が
24
％
で
す
。

　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
活
動
内
容
に
大

き
な
温
度
差
を
感
じ
る
が
、
も
っ
と
活
動

に
関
心
を
持
ち
知
識
を
深
め
る
た
め
の
活

動
支
援
を
行
え
な
い
か
。

　
　
　

地
区
ご
と
の
防
災
訓
練
で
は
な

く
、
実
効
性
の
あ
る
効
果
的
な
訓
練
を
行

う
た
め
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
住
民
参

加
型
の
避
難
訓
練
・
避
難
所
運
営
訓
練
を

計
画
し
て
お
り
、「
防
災
の
日
」
と
位
置

付
け
る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

災
害
が
激
甚
化
し
て
い
く
中
で

の
災
害
対
応
に
つ
い
て

避
難
所
の
運
営
に
つ
い
て

樺
島

答
弁

樺
島

答
弁

自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

樺
島

答
弁

樺
島

答
弁

樺
島
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